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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、シリアにおける地縁、血縁を通じた政治参加の実態を近隣諸国との比較や
量的調査の手法を通じて解明することである。
期間全体を通じ、シリアと隣接国での政情の混乱や治安状況が悪化し、レバノン、ヨルダンでの現地調査などの作業の
一部は断念を余儀なくされた。しかし、シリア紛争への国際的関心の高まりを受け、セントアンドリューズ大学シリア
研究所、チェコ科学アカデミー、トルコ中東戦略研究所で対外的な成果発信の機会を得るとともに、これらの機関を通
じたネットワークの構築を達成した。また、シリアのアサド政権による地縁、血縁集団の選択的取り込みの実態を明ら
かにし、紛争の実態把握のために重要な成果を上げた。

研究成果の概要（英文）：This research aimed political participation through kinships or territorial 
connections in Syria. To achieve the aim, comparative observation with neighboring countries and 
quantitative measure are considered as the tools.
As security situations in Syria and neighboring countries grew worse during the period, some field 
research in Lebanon, Jordan forced to be canceled. However, as international concerns on Syrian conflict 
rose, there were opportunities to present at St. Andrews University Syrian Study Center, the Academy of 
Science Center for Middle Eastern Strategic Studies (Turkey), and succeed to make academic connections 
through these institutes. Furthermore, the research revealed practices of a selective cooptation by 
Syrian regime through kinships or territorial connections, then provided important implications to 
understand Syrian conflict.

研究分野： 地域研究
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１．研究開始当初の背景 
アラブ諸国の多くでは、議会制度を備え一定
の政治的多元性が認められていても、議会、
選挙、政党の活動が民主主義の発展に寄与し
ない例が多数みられた。そのような諸国では、
議会が権益の配分や政治的取り込みの道具
として、非民主的な政治体制を擁護する役割
さえも果たしている。このような見解は、反
体制運動を分断して体制安定･存続を図る
「分断型競合構造」、「競合的クライエンティ
リズム」を議論した Ellen Lust-Okar に代表
される。こうした役割に着目し、シリアにお
ける地縁・血縁を通じた政治参加と取り込み
の実態を実証的に解明することは、シリアの
政情の分析や紛争の実態解明に寄与するこ
とが期待された。とりわけ、2011 年 3 月に
シリアで反体制抗議行動が始まり、治安情勢
が悪化して全面的な戦争状態に陥る中、アサ
ド政権は多くの専門家の予想に反して存続
した。本研究は、アサド政権が地縁･血縁を
経路としてシリア社会の様々な構成要素の
政治参加･取り込みを実現したことが同政権
の強健性を説明する一つの理由となるとの
仮説に基づく。そして、本研究はレバノン、
イラク、ヨルダンなどの近隣諸国に比べて不
足していると思われる、シリアの政治主体に
ついての情報の収集と分析を通じて現在の
シリア情勢を分析する上で有用な分析枠組
みを提起することが可能になるとの着想で
計画された。 
 
２．研究の目的 
本研究は、議会が政治的権益の配分や政治的
取り込みの道具として非民主的な政治体制
を擁護する役割さえも果たしているとの役
割に着目し、シリアでの地縁・血縁を通じた
政治参加の実態を、近隣諸国（レバノン、イ
ラク、ヨルダン）との比較や量的調査との相
互補完を基に明らかにすることを目的とす
る。これに加え、2011 年以降の紛争下のシリ
アにおいては、議会、内閣、宗教・宗派集団、
部族、名望家などに関連する文献資料が散
逸･消失する危険性が高まりつつあったため、
これらの資料の収集と保全も本研究の目的
に含まれる。 
 
３．研究の方法 
シリアの議会と近隣諸国（レバノン、イラク、
ヨルダン）の議会との選挙制度や議会構成と
の比較、及び世論調査などで明らかになった
各国の国民の政治意識との相互補完を通じ
て、シリアの政治において地縁・血縁のよう
な縁故が果たす役割を解明する。研究方法は
以下の三点を柱とする。 
（1）.シリアにおける文献資料・公的記録の
収集と保全：シリアの治安情勢に鑑みると、
既存の文献資料や公的記録の一部ないし全
部が失われる可能性も否定できないため、そ
の収集と保全、及びそれらを活用した情報分
析に努める。 

（2）.叙述的情報と公的記録の照合：シリア
の諸社会集団・政治主体、特に部族の政治参
加の実態については、聞き取り調査などによ
って得られた叙述的情報と実際の議員や閣
僚の名簿の記載との不一致・乖離が目立って
いる。そのため、双方の情報を照合し、より
精度の高い情報として整理する。 
（3）.地縁・血縁を通じた政治参加の実態を
量的調査の成果を踏まえて検証する：これま
での研究の成果を通じ、シリア、レバノン、
イラクの諸国民の政治・社会的経験や意識は、
必ずしも既存の諸説と一致してないことが
明らかになっているため、叙述的情報を自明
視することなく、量的調査の成果と照合する。
そこでは、単に両者の一致・不一致を指摘す
るだけではなく、地域研究の視点から一致・
不一致の原因を分析する。 
上記の方法に基づき、現地調査を行って情報
と資料を収集するほか、シリア、イラクにつ
いては治安の悪化により現地調査が困難な
ため、レバノン、ヨルダンに研究活動のため
の基盤を構築するための出張を行う。 
 
４．研究成果 
シリア、イラクについては、計画段階から現
地への出張が困難なことが予想された。これ
に加え、2015 年 1月末にシリアで「イスラー
ム国」による邦人 2名の誘拐・殺害事件が発
生した影響や、シリアからの難民の流出が原
因で隣接するレバノン、ヨルダンにおいても
情勢が悪化した。この結果、2015 年 1月に予
定していたヨルダン出張は残念せざるを得
なくなった。その一方で、シリアからは多く
の人々が海外に流出しており、彼らから情報
を収集することによりこれを補うことに努
めた。 
レバノン、イラク、ヨルダンの国会において
は、成文、あるいは不文律の形で、宗教・宗
派集団、民族集団、地縁・血縁集団のいずれ
かに議席を配分する制度が確立しているの
に対し、シリアにはそのような制度は存在し
ていない。にもかかわらず、本研究を通じて
シリアの国会でもシリア国内の様々な宗
教・宗派集団、民族集団、地縁・血縁集団を
網羅する形で議員が選出されていることが
明らかになった。これは、シリアのアサド政
権が国会にシリア社会の構成要素の多くの
代表を取り込むことを通じ、幅広い権益配分
のシステムを確立し、非民主的な性質を隠
蔽・補償していることを意味する。その一方
で、イスラームの宗教界の取り込みが一部の
地域・人脈に限定されたり、複数の有力部族
からの代表の選出が全く見られなかったり
したことも確認された。このような実態は、
シリアでの紛争勃発と激化に関し、シリア国
内の政治的・社会的要因を説明する上で非常
に意義深いと思われる。 
具体的には、シリアにおけるアルメニア人の
議会への参加の実態が興味深い。2011 年のシ
リア紛争勃発前の時点でのアルメニア人の



人口は、2300 万人程度の全人口中 10 万人弱
であった。それにもかかわらず、独立以来
2008 年の選挙までアルメニア人の議員を最
低 1名は輩出し続けており、明示的な割り当
てがないに中でも、宗教集団、あるいは民族
集団としてアルメニア人の代表を議会に取
り込む仕組みが機能していたことを意味す
る。本研究を実施する過程でアルメニアのデ
ィアスポラ省から得た情報によると、2014 年
末の時点でシリアに居住するアルメニア人
の人口は2万人以下に減少している模様であ
る。この結果、2012 年に実施された選挙では
アルメニア人と判別できる議員はいなくな
った（ただし、2016 年 4月に実施された選挙
ではアルメニア人とみられる議員が2名当選
した）。このような状況は、シリアにおける
アルメニア人の主な居住地だったアレッポ
で激しい戦闘が続いていること、イスラーム
過激派の活動活発化により非ムスリムの多
くが難民・国内避難民となったことが考えら
れる。 
また、研究実施期間中「イスラーム国」の台
頭が国際的に重大な関心事項となったが、同
派がヒト、モノ、カネなどの資源を世界各地
から調達してシリアやイラクに送り込んで
いることが問題となった。さらに、イラクに
おいては、国内の政治的な権益争いの文脈で
諸部族の一部が「イスラーム国」と連携した
と指摘されている。本研究は、「イスラーム
国」による資源調達のメカニズムの中でシリ
アとイラクにまたがって居住する諸部族が
果たしうる役割について、資源の越境移動を
手引きする「案内者」としての役割を担って
いる可能性があることを指摘した。これは、
本来はシリア、イラクにとって外来の存在で
ある「イスラーム国」などの諸派が、短期間
のうちにシリアやイラクへの資源の送り込
みの経路を確立することは困難であり、牧畜
や密貿易、親族のネットワークを通じてシリ
ア、イラク、トルコ間を往来していた地元の
住民が経済活動の一環として資源の移動を
手引きしていた実態が明らかになったこと
を踏まえている。イラクの諸部族が「イスラ
ーム国」を支持している問題については、
2006 年ごろから主にアメリカ軍が養成した
部族の民兵集団が武装解除にも軍や治安部
隊のような公的な機関への統合もできない
ままイラクの政治過程に参入しようとして
いた問題を指摘した。 
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